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河川環境整備事業 (河道整備事業 )
　河川の浄化事業に加えて、河川のオープンスペースを市民のレク

レーションの場として提供するため、親水性などに配慮した環境護

岸や高水敷などの整備を行う河道整備事業（現在の水辺整備事業）

とあわせて河川環境整備事業が昭和 49 年から全国的に進められるこ

ととなりました。

　十勝川においては、昭和 47 年度に幕別町内の札内川下流右岸地区

で河道整備事業に着手、昭和 48 年度から帯広市内の十勝川帯広地区

に着手したのを始めとして、各地で護岸や高水敷整正などを進めて

きており、水と緑豊かな貴重なオープンスペースとして、自治体に

よるパークゴルフ場や野球場、サイクリングロード、自由広場など

の施設が整備され、さまざまなイベントやスポーツ、憩いの場など

として多くの市民に利用されています。

すべての人にやさしい川づくり
　十勝川では、市街地を中心に河川環境整備事業等により水辺の整

備が進められ、憩いの場・交流の場として多くの人に利用されてき

ましたが、高齢者や障害者にとっては必ずしも利用しやすい状況に

あるとは言えず、これらに配慮した河川整備が必要でした。 

　そこで、高齢者や障害者を含むすべての人がいつでも気軽に訪れ、

多様な活動ができる「すべての人にやさしい川づくり」を積極的に

推進するため、ユニバーサルデザインの考え方を取り入れた河川整

備のあり方、具体的整備方法について懇談会を設けて検討を行い、「十

勝川すべての人にやさしい川づくりの考え方（案）」をまとめました。

　十勝大橋付近（帯広側）をモデル地区として、車椅子等が自由に

河川敷を往来できるスロープの設置、階段・手すりの整備、駐車場

の拡張等を行いました。

かわまちづくり
　「かわまちづくり」とは、河口から水源地まで様々な姿を見せる河

川とそれに繋がるまちを活性化するため、市町村、民間事業者及び

地元住民と河川管理者の連携の下、河川空間と町空間が融合した良

好な空間形成を目指す取組です。 

　「十勝川中流域かわまちづくり」では音更町、池田町、幕別町から

なる地域において、十勝川温泉、十勝エコロジーパーク、千代田堰

堤などの観光施設を結ぶサイクリングコースを整備し、周遊観光ルー

トの創出を目指して取り組んでいます。

　また、帯広市では花火大会やイカダ下り、各種スポーツ大会等の

様々なイベントが開催されており、「帯広市かわまちづくり」では、

こうした好適な立地環境を活かして、誰もが利用しやすく賑わいの

ある河川空間の創出と、地域活性化を目指した取組を進めています。

水辺プラザ
　水辺プラザ整備の目的は、市町村にある水辺の魅力を最大に引き

出す整備により、そこを訪れたくなるような、地域交流の拠点とな

るような「にぎわいのある水辺」を創出することです。その内容は、

たとえば市町村が河川利用の利便施設、河川沿いの公園、遊歩道、

駐車場等の整備を行う一方で、国土交通省が堤防の緩傾斜化、親水

河岸、河川内の整備等を行うものです。

　十勝川水系の直轄河川管理区間では、十勝川千代田地区（十勝エ

コロジーパーク区域）が平成 9年に登録・指定されました。その概

要は以下のとおりです。

「十勝川中流域かわまちづくり」


